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cDNA

（１）活力
ある長寿社
会実現のた
めのゲノム
関連技術を
活用した疾
患の予防・
治療技術の
開発

・ゲノム解
  析、特に
  SNPs解析

・遺伝子発
  現解析

・プロテオ
　ミクス及
　びタンパ
　ク質構造
　・機能解
　析

・創薬

・再生医療

・新しい薬
  物療法

・疾病予防

・食品機能
　性（生活
　習慣病予
　防等）

　等
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（２）国民
の健康を脅
かす環境因
子に対応し
た生体防御
機構の解明
と疾患の予
防・治療技
術の開発

・プリオン
  病研究

・ウィルス
  研究

・有害化学
  物質研究

・免疫アレ
  ルギー疾
  患

  等
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（３）ここ
ろの健康と
脳に関する
基礎的研究
推進と精
神・神経疾
患の予防・
治療技術へ
の応用

・外傷後ス
  トレス症
  候群（Ｐ
  ＴＳＤ）
  など最近
  注目され
  ているこ
  ころの病
  気

・神経疾患
  （アルツ
  ハイマー
  病など）

・脳科学と
  教育との
  連携

  等
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（４）生物
機能を高度
に活用した
物質生産・
環境対応技
術開発

・糖、脂質
  タンパク
  質等
  の生理活
  性物質

・微生物・
　動植物を
  用いた物
  質生産・
  環境対応
  技術

　等
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（５）食料
供給力の向
上と食生活
の改善に貢
献する食料
科学・技術
の開発

・食品安全
  性（食品
  のリスク
  分析、安
　全で高品
　質な農水
  産物　等
　）

・食料供給
  力向上
　（イネの
　ポストゲ
  ノム研究
  環境スト
  レス耐性
  ・耐病性
  ）
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（６）萌
芽・融合領
域の研究及
び先端技術
の開発

・バイオイ
　ンフォマ
　ティクス
　の医療へ
　の応用（
　テーラー
　メイド医
　療のため
　の技術開
　発　等）

・ＩＴ・ナ
　ノテクと
　の融合領
　域

・システム
　生物学

・ゲノム・
　プロテオ
　ーム解析
　技術

　等
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（７）先端
研究成果を
社会に効率
よく還元す
るための研
究の推進と
制度・体制
の構築

・トランス
　レーショ
　ナルリサ
　ーチ（基
　礎研究の
　臨床への
　橋渡し研
　究）・治
　験等の臨
　床研究

・バイオス
　タティス
　ティクス

・医薬品・
　遺伝子組
　換え体等
　のリスク
　評価

　等
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（８）生物
遺伝資源

・疾患モデ
　ル動物・
　実験動植
　物の開発

・生物遺伝
　資源の収
　集・管理
　・供給体
　制の整備

　等
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平成14年度の予算、人材
等の資源配分の方針にお
いて重点をおくこととさ
れ、取り組みが行われて
いるが、国際競争も急速
に激化しており、十分と
はいえない。この領域
は、新しい世界市場を創
造できる可能性を有して
おり、国際標準化やデ
ファクトの獲得を念頭に
おいて産学官連携の下に
研究開発を加速する必
要。

［１４年度新規施策等］
○第4世代移動通信（総
務省9億円）、メディア
ハンドオーバ技術及び
フォトニックネットワー
ク基礎技術（総務省27億
円の内数）、テラビット
級スーパーネットワーク
（総務省9億円）、P2P型
公共分野高度情報流通技
術（総務省4億円）など

○モバイル
　携帯電話インターネットの利
用者数が5千万を突破
（H.14.2）し、欧米でも日本方
式が展開予定。カメラ付携帯電
話も急速に普及。またテレビ電
話や高速インターネット接続が
可能な第3世代移動通信は、昨
年10月に世界初の本サービスが
開始し、本年4月に全国主要都
市に展開。さらに、無線LANを
用いたホットスポットサービス
が国内外で展開されつつある。
また、近距離通信についても米
国のUWB（ウルトラワイドバン
ド）など、開発が活発化してい
る。
　粒状の半導体チップが開発さ
れ、あらゆるものに埋め込み、
通信することが可能となった。
○光通信
　日本が世界最高速10.9テラ
ビット／秒の実験に成功
（H.13.3）。一方、欧州も10.2
テラビット／秒の実験に成功し
ており、日米に遅れていた欧州
も技術力が拮抗。
○インターネット
　我が国は高速インターネット
利用で遅れていたが、DSL（デ
ジタル加入者線）利用者が、29
万（H.13.6）から207万
（H.14.2）に急増。また、IPv6
の標準化、実証実験、商用サー
ビスでは、世界をリード。
IPv6を用いた情報家電のネット
ワーク化等は、標準化と幾つか
の実証実験が行われているが、
まだアイデアの段階。
　サーバーを通さず相手と直接
通信するＰtoＰ（ピアトゥーピ
ア）のシステムが、私的な情報
共有だけでなくビジネス用の通
信インフラとして、TV電話等に
活用され始めた。

IPv6

情
報
通
信

（１）超高
速モバイル
インター
ネットシス
テム技術
・モバイル
・光通信
　等
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平成14年度の予算、人材
等の資源配分の方針にお
いて重点をおくこととさ
れ、取り組みが行われて
いるが、我が国の競争力
が急速に低下しつつあ
り、十分ではない。産学
官連携により、強力に推
進する必要。

［１４年度新規施策等］
○H13補正：次世代半導体設
計・製造技術（経済省315億
円）、低消費電力次世代ディ
スプレイ製造技術（経済省
153億円）
○Ｈ14予算：低温プラズマ
（経済省12億円）、極端紫外
線露光技術（経済省11億
円）、フォトニックネット
ワーク技術（経済省14億
円）、低消費電力型高周波デ
バイス（経済省8億円）、高
効率有機デバイス（経済省10
億円）、メモリデバイスの開
発（経済省4億円）、次世代
モバイルインターネット端末
（文科省3億円）など

○デバイス技術は、これまでの
我が国の競争力の大きな源泉で
あったが、近年競争力が急速に
低下。
○半導体製造プロセス技術等
・シリコンデバイスの製造プロ
セスについて、欧米が開発ペー
スを加速する中で国際ロード
マップも毎年見直し。電子ビー
ム露光では日本が先行し、極端
紫外線EUVでは欧米が先行。微
細化限界については、実効ゲー
ト長８nmのトランジスタの動作
が確認されており、５nmまで動
作可能とされている。電源電圧
については0.1Vで動作する超低
消費電力LSIが、また速度につ
いては120GHzで動作するMOSト
ランジスタが試作され、急速に
技術が向上。
・100Wの高出力電力増幅トラン
ジスタが試作されている。
・高速大容量不揮発性メモリの
うち、強誘電体メモリ(FeRAM)
は日韓が先行。小容量のチップ
を搭載したICカードなどが製品
化。磁気メモリ(MRAM)及び相変
化メモリ(OUM)は欧米が先行
し、我が国もMRAMの開発に着
手。現在、各国が各方式で競っ
ている状況。
・光デバイスについては、MEMS
による256×256の光スイッチが
実用化、フォトニック結晶、量
子ドットや光交換機・ルータ用
のデバイス等で種々の進展。
FTTH向けに低コストの面発光
レーザの開発が進んでいる。
・システムLSIについては、
ゲーム機器、モバイル機器、情
報家電等のための画像処理・音
声処理等システムLSIのコア技
術については、日本が技術力や
付加価値の面で優位に立つ可能
性。近年のITハイテクベン
チャーでも本領域での成功例が
多く、ベンチャー起業を活性化
できる可能性。

LSI

EL

情
報
通
信

（２）高機
能低消費電
力デバイス
技術
・半導体プ
ロセス
・平面ディ
スプレイ
　等
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LSI
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○平面ディスプレイ
　BSデジタル放送受信機が100
万台を突破し、地上波デジタル
放送も平成15年に開始予定。
　低価格の液晶ディスプレイ
は、韓国等の追い上げで厳しい
が、日本企業優位の液晶テレビ
は、国内出荷台数が平成13年で
68万台と、前年度の59％増。プ
ラズマディスプレイも日本企業
優位。
　次世代の有機EL（エレクト
ロ・ルミネッセンス）では、17
型フルカラーディスプレイが実
現（試作段階）したが、寿命や
大画面化などに大きな課題。日
本が先行していたが韓国等も急
激に追い上げられており、基本
特許は欧米企業が保有。カーボ
ンナノチューブを用いたFED
（フィールドエミッションディ
スップレイ）も日韓欧でそれぞ
れ試作。
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（３）利便
性・信頼
性・安全性
等
・セキュリ
ティ
・ソフト
ウェア
・グリッド
コンピュー
ティング
　等

平成14年度の予算、人材
等の資源配分の方針にお
いて重点をおくこととさ
れ、取り組みが行われて
いるが、十分ではない。
平成15年に本格的な電子
政府システムが実現され
る予定であり、これに合
わせてセキュリティ対策
の技術開発も本格化した
ばかり。またソフトウェ
アは、競争的資金により
萌芽を探索している状
況。

［１４年度新規施策等］
○H13補正：産学官連携情報
技術共同研究施設（経済省
170億円）、ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨに
関する研究・実験施設整備
（総務省79億円）
○H14：無線セキュリティ技
術及びユニバーサル端末技術
（総務省27億円の内数）、情
報セキュリティの確保（防衛
庁17億円）、ネットワークコ
ンピューティング（経済省3
億円）、大容量光ストレージ
技術（経済省4億円）、超小
型大容量ハードディスク（文
科省4億円）、次世代ソフト
ウェア（経済省12億円）、個
人適応型コンテンツ提供技術
（総務省27億円の内数）など
（注）継続施策：ネットワー
　　　クセキュリティ基盤技
　　　術（総務省24億円）、
　　　電子政府情報セキュ
　　　リティ技術開発（経済
　　　省10億円）、
　　　情報セキュリティ対策
　　　（経済省4億円）

○セキュリティ
　コンピュータウィルスの発生
と被害が急速に増大。また、昨
年9月の米国における同時多発
テロに伴いサイバーテロの危険
性が現実味。これに対し内閣官
房主導で、各種法制度、体制整
備、ガイドライン等の制定、研
究開発などが進展。特に暗号に
ついては、超楕円関数を用いた
第3世代の方式を含め、総務省
と経済省の協力の下で研究され
ている。第3世代移動通信で
は、我が国発の暗号方式が国際
標準に採用。
○ソフトウェア
　ソフトのデバッグの早さ、セ
キュリティの確認が可能、コス
トの安さなどの点から、オープ
ンソースのソフトウェアが注目
されている。携帯電話等の組込
用基本ソフトについては、現
在、各社が自由に選定できる状
況。ソフトの信頼性向上のため
の技術的手法は確立しておら
ず、取り組みが必要。米国は、
NITRD計画でソフトウェア信頼
性・生産性向上のプロジェクト
を推進中。我が国のソフト産業
は、パッケージソフトを中心に
競争力が弱く、また海外を含め
て市場を創造していく取組みが
少ない。
○グリッドコンピューティング
等
　これまで主に研究用途中心で
あったが、最近欧米において、
ビジネス用途向けに、ネット
ワークで接続した多数のコン
ピュータを柔軟に活用し、自律
分散技術を用いて高い信頼度で
サービスを提供するシステムの

OS

IT
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サービスを提供するシステムの
検討が活発化。我が国は、制御
の分野で自律分散技術の先端に
いるが、ビジネス用途のグリッ
ドコンピューティングの検討及
びそれへの自律分散技術の適用
は進んでいない。ストレージ装
置については、磁気ディスク技
術で130ギガビット/平方インチ
が試作。光ディスクは青色レー
ザーや媒体等で日本が世界を
リード。
○ヒューマンインターフェース
　バーチャルリアリティの画像
を手で掴み動かせるシステムが
実現。手描きの絵や、モデル画
面を指定することにより、大量
の画像や動画データベースから
類似の情報を検索するシステム
が試作。自動翻訳の能力が短大
生レベルに向上。携帯電話を通
じた簡単な自動翻訳も実用化。
正しく記憶していない名称の一
部などから正しい名称を推定す
る技術が実現。パーソナルロ
ボットでは、人物の顔識別、音
源方向検知、簡単な会話等が実
用。
○コンテンツ流通・制作支援
　画像等のコンテンツの著作権
を保護するため、電子透かし技
術を用いてIDを埋め込むための
標準化が進展。人の動きを補完
し、飛び飛びのシーンから滑ら
かなアニメーションを自動的に
生成するシステム、多方向のカ
メラの映像から任意の視点の映
像を作り出すシステム等が実現。

IT
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１
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｜
２
０
年
先
の
展
望

○世界最先端の情報通信社
会を支える高速・高集積・
低消費電力デバイス技術に
おける国際競争力の確保
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○ＣＯＰ３目標実現に必要
な総合的な二酸化炭素排出
量削減のための材料の実現
と実社会への浸透

○安全な生活を保障する化
学物質リスク削減・除去技
術の実現と実社会・国民生
活への組み込み
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○健康寿命延伸のための生
体機能再生材料・ピンポイ
ント治療等技術の基本シー
ズ確立

○生体分子の構造、動作原
理を活用した高効率、超集
積度システム構築のため基
礎原理の解明
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○上記（１）～（３）領域
で要求される加工レベルに
対して1桁以上高精度な計
測・評価、加工技術の実現

○新規材料並びに新デバイ
ス開発におけるシミュレー
ション活用の定着
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５
｜
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年
以
内
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○従来の材料分野の垣根を
越えたナノレベルでの研究
開発による戦略的・俯瞰的
視野に基づく多様な材料の
確保

○研究開発を加速し、成果
を社会的な課題の迅速な解
決につなげるための研究・
生産手法の構築
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